第17回高輝度電子源開発グループ会合

日程：2009年10月6日（火曜）

時間：15時00分より16時00分

場所：ビデオ接続58001

参加者：本田、武藤、宮島、山本（KEK会場）、羽島、永井、西森、江見（JAEA会場）、飯島、正中、久保、増元、郭、栗木（広島会場）

◯西森氏より、500kV電子銃の現状について報告があった。

カソード準備容器にNEGを二本追加し、真空度が1.3E-9Paへと改善した。また、カソード部の電極形状を、表面電場で10MV/mを目安として、それを下回るように検討している。山本氏提案のようにバレル部の径を164mmへと大きくとることとし、また、下流側R=67、上流側R=52として、各々10.32MV/m, 10.51MV/mという値まで抑えた。

Q:RGAのピークが狭くなっている理由は？

A:まだ検討中であるが、全体として真空度の改善が見られるので、それと関連しているかもしれない。

◯正中より、カソード寿命の研究状況について報告があった。

ダーク寿命を熱脱離と活性分子との反応という二つの過程を仮定して、解析してみた。寿命の温度および真空度依存性から、活性化エネルギー1.20eVおよび真空寿命定数106 hour.1E-8Paという値を得た。このふたつのパラメーターにより、各々の寿命依存性はうまく説明できる。

Q: 1.2eVという束縛状態はどういう結合なのか？

A: 例えばCs-Oという1.2eVの結合があり、その結合が切れるとNEAが失われるという仮説は成り立つ。しかし、それを裏付ける実験事実はまだない。

Q:106 hour.1E-8Paとはどういう意味か？

A:このモデルでは寿命は圧力の逆数に比例し、この値はその時の比例定数である。真空の単位により数値が変わる。

次回会合は11/2(月)を13時30分を予定。

文責、栗木

